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未 成 熟 材 の繊 維 板 原 料 と して の特 性

九 州 大 学 農 学 部

木 材 工 学 研 究 室

       Laboratory of Wood Technology 

          Faculty of Agriculture, Kyushu Univ. 

On the Characteristics of  "  Juvenile wood " as a Material 

              of Hardboard Industry.

1.緒 言

樹木の形成層において比較的著しい生長過程にある始原細胞か ら分生形成された木部を

未成熟材と呼び,ス ギではその始原細胞が新生してか ら10～15年 ぐらいの間に形成 した

木部に相当し,そ の木部における仮道管は,新 生後約15年 以上経過後始原細胞か ら形成さ

れた木部である成熟材における仮道管 に比較して短 く,ま た膜厚が薄いことなどが渡辺治

人1・2・3・4)らによって明 らかにされている。

したがって,短 伐期林業で生産される木材は,い わゆる未成熟材が占める割合が大きく,

工業原料 としての未成熟材の特性を明らかにすることは森林施業および木材の合理的利用

の観点から重要である。

この研究においては,55年 生スギ材を用いて,そ の未成熟材を原料 としたSIS硬 質繊維

板の品質と成熟材のそれを比較検討 した。

この研究にあたって,ご 助言とご指導をいただいた本学渡辺治人教授に対 して謝意を表

する。

なお,本 研究の経費は文部省科学研究費を使用 したことを附記する。

2.実 験 方 法

(1)原 料

福 岡営林署大蔵事業所産55年 生 スギ(CyrPtomeriajoPonicα1).1)on)材 か らFig.1

に示 す よ うに,2つ の グルー プの原料 を採取 した。

a)横 方向;地 上3～4mの 部 位で,

① 成熟 材 … ・辺材のみ ・髄か ら15年 輪以上

② 中間材 … ・一 部心材を含む ・髄か ら10か ら15年 輪 まで

③ 未成熟材 ・… 樹高方向下部,心 材 のみ ・髄 か ら10年 輪 まで

b)縦 方向;樹 高方 向での辺 材 における,

①'成 熟 材 ・… ① と同 じ部位

④ 中間材 ・… 辺材 ・中部

⑤ 未成熟材 … ・辺材 ・上部



Fig. 1

以上各材種の原木(4～6cm角 材 ・含水率25%)を 実験室用小型チッパによってチ

ップ化 したが,成 熟材では形状の大きいものが比較的多 く,逆 に未成熟材では小さいもの

が多 く製造される傾向が認め られたが(Table1),い っそ う詳細な実験によらないと明確

Table 1

ではない。 したが ってパル プ製造 においてチ ップの形状を各材種 につ き 同程度 にな るよ う

混合 した。

(2)パ ル プ

各チ ップの乾量200grあ て を一昼夜浸水後,実 験室用小 型Defibrator(8HP,7.51)に

よ り一定条件 で(Table2)ア ス プル ン ドパル プを製造 して,水 洗 した後 その濾水度(D.S.)

Table 2

Steam pressure (kp/cm2) 

Time  (min.)

測定 および籠分 分析 を行 な った。

(3)SIS硬 質 繊維 板製 造

Table2の 条 件で製造 した未叩解 ・未 サイズのアス プル ン ドパル プの基準乾量180土59

を湿 式 で円形(直 径21cm)に フ ォー ミング した後,一 定 条件(Table3)で 熱 圧 して,原



Table 3

Hot platen temperature 

Specific pressure 

     Time

料 材種a)に つ いては5枚 あて,b)に つ いては3枚 あてのSIS硬 質 繊維板を製造 した。

その厚 さは0.44土0.02cmで あ った。

(4)ボ ー ド材質試験

製造後約1ヵ 月間,室 温20士2℃,関 係湿度65士5%の 室 内 に放置 した各 ボー ド(試 験

時含水率6.8士0.3%)か ら,そ れぞれ一枚 あての試片を とって次の方法 によ り材質試験 を

行 なった。

i)曲 げ試 験;試 片寸法5×18cm・Instron型 試 験機(500kg)に よ って,ス パ ン

15cmの 中 央集中荷重,撓み 速度20mm/min.

ii)ブ リネル カタサ;試 片寸法5×5cm・ 木 材 カタサ試験 に準 じて,平 滑面 について対

角線上 の3ヵ 所

iii)衝 撃 曲げ試 験;試 片寸法1.0×9cm・Charpy型 衝 撃試験機(0.30kg・m)に よ り,

ス パ ン6.Ocm平 滑 面を打 撃面

iV)吸 水 試験;試 片寸法5×5cm・25±1℃ の深 さ3cmの 水 中に24hr浸 け た。

V)気 乾 比重;ブ リネルカ タサ試験 に供 した試片 について測 定

3.実 験 結 果 と そ の 考 察

各材種 別にそれぞれの性質 について成 熟材 に対す る未成熟材 の有意差検定 を行 ない,ま

た成熟 材の各平均 値を1.00と した場 合の中間材 と未成熟材 の比 の値 をそれぞれ求 めた。

1)横 方 向;未 成熟材(心 材 のみ)か らのアスプル ン ドパル プは比較的細か く,濾 水性

が低 く(Table4),ボ ー ドと しての収率が悪 い。 ボー ドの材質 は曲げ比例 限度応力,曲 げ

Table 4

ヤング係数および衝撃曲げ吸収エネルギは小 さいが,曲 げ強さとブ リネルカタサは高い値

を示 した。また吸水性は小 さいことも認め られる。

中間材からのボー ドは全般に未成熟材からのボー ドと成熟材か らのボー ドの中間的性質

であるが,ど ちらかといえばやや前者に近いことが認められる(Table5,6)。

2)縦 方向;未 成熟材(辺 材)か らの アスプルン ドパルプは比較的細かく,濾 水性が

低い(Table7)。 またボー ドとしての収率が悪い。ボー ドの材質は曲げヤング係数,曲 げ

比例限度応力,曲 げ強さ および衝撃曲げ吸収エネルギはいずれも小さいが,ブ リネルカ



Table 5

 rd ; Specific gravity in air dry 
aim; Bending strength (kg/cm2) 
Up ; Bending stress at proportional limit (kg/cm2) 
E ; Young's modulus in bending (x 103kg/cm2) 
Ib ; Absorbed energy in impact bending (x 10-3kg/cm2)

HB; Brinell hardness (kg/mm2) 
W ; Water absorption (%) 
ds ; Thickness swelling (%) 
bs ; Width swelling (%) 
Yb; Yield of board (%)

Table 6

Table 7



タサは高い値を示 している。また吸水率,吸 水による厚さおよび幅膨張率はいずれも明 ら

かに未成熟材ボー ドが大きい。中間材のボー ドは両者の中間的性質である(Table8,9)。

Table8

Table9

Fig.2に 成熟材ボー ドに対する未成熟材の比を代表的性質について図示する。

なお,こ の実験での解繊条件以外に,未 成熟材に対す るより適正な解繊条件を与えるこ

とによって,成 熟材ボー ドに相当する材質を与えうるか否かを追求するための研究を要す

るであろう。

4.結 論

以上の結果から次のことが明らかとなった。

未成熟材か らのアスプル ンドパルプは濾水性が低 く,ボ ー ドとしての収率が悪 く,ボ ー



ドの材質は比較的硬 くて,脆 弱である。 これらの材質特性はパルプ繊維の長短による一

般的傾向5)と ほぼ一致 している。

なお,以 上の成熟材 との差異は大きくて20%程 度である。
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 Resume 

   The term "juvenile wood " denotes the wood which is made by cambial 

initial in the growing proccss for 10^-15 years after the generation, and therefore, 

it accounts for more proportion of timber which is harvested in the short rota

tion, and it has been ascertained by Dr. H. WATANABE 1,2,3) that the fiber of 

juvenile wood is shorter than that of mature wood and so on. 

   Accordingly, in this paper, we compared the properties of fiberboard pro

ducted from the juvenile wood with that from the mature wood, with a view 

to investigating on the characteristics of juvenile wood as a material of hard

board industry. 

   The test materials were taken from five portions of a 55year-old SUGI 

(Cryptomeria japonica D. Don) as shown in Fig. 1, and the qualities of Asplund 

pulp manufactured from them under a condition as shown in Table 2, were 

tested. 

   In the next place, the SIS hardboards were manufactured from the non

beating and sizing Asplund pulp under a hot pressing condition as shown in 

Table 3, and the properties of board were tested. 

   The following results were obtained from this study 

   In comparison with the mature wood -pulp and board, 

   (1) The juvenile wood-pulp was finer and less freeness. (Table 4, 7) 

   (2) The juvenile wood-board was inferior in Young's modulus in bending, 

bending strength, bending stress at proportional limit and absorbed energy in 

.impact bending, but it was superior in Brinell hardness. In water absorption, 

the juvenile wood-board from heart wood was smaller, in other hand, that from 

sap wood was larger. (Table 5, 8 and Fig. 2) 

   (3) The yield of juvenile wood-board was less. (Table 5, 8) 

   (4) The differences abovementioned were below 20 %. (Table 6, 9) 

   After all, in the case of the juvenile wood as the material of SIS hardboard, 

the asplund pulp is finer and worse freeness, the yield of board is less, and the 

properties of board are relatively harder and more brittle as compared with the 

mature wood.


